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論 文 内 容 の 要 旨
1.研 究 の 目的 とその背景
現代 ア メ リカ を代表 す る作家 トニ 。モ リス ン(ToniMorrison,1931-)の小説 特色 は、豊 か な
重層 性 に あ る。 モ リス ンの 作品 には 、民 話や お伽 話 の枠組 み 、複雑 な語 りの構造 、開 かれ た結 末 の
採用 、超 自然 的要 素 の導 入 な ど、 実 に さまざ まな実験 的手 法 が駆使 され てい る。 その結 果、 マー ク
・C・ コナー(MarcC.Conner)などが指摘 してい るよ うに、読 者 は常 に小 説 への参 加 を求 め ら
れ、 そ して最終 的 解釈 が 委ね られ る とい う こ とにな る(Conner,Introduction,TheAestheticsof
ToniMorrison,xxiii)。さ らにはモ リスンの文 学的 体験 も、豊饒 な重層 性 に貢 献 して い る。彼 女 自
身は ネ リー ・マ ッケ イ(NellieMcKay)との イン タヴ ュー に おいて 、 あた か も西欧 文化 か ら生 ま
れた比 較文 学 的研 究 方法 を牽 制め い た形 で否 定 す るかの よ うに、「私 は、 ジ ェイム ズ ・ジ ョイ スに
は似 ていな い …… フ ォー クナー に も似 ていな い」(ConversationswithToniMorrison,152)と述 べ
てい るが、 ギ リシア 、 ラ テンの古 典 文学 、 ウ ィ リアム ・フ ォー クナー(WilliamFaulkner,1897一
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1962)、ヴ ァー ジ ニア ・ウル フ(VirginiaWoolf,1882-1941)、ジ ェイム ズ ・ジ ョイ ス(James
Joyce,1882-1941)などか ら、 多 大 な 文 学 的 影 響 を受 け て い る こ とは 紛 れ も無 い事 実 で あ る
(HaroldBloom,Introduction,ModernCriticalViews:ToniMorrison,3-5)。また アフ リカ系 ア メ
リカ人作 家 と して 、 自己の 民族 の歴史 、文化 を重 視 してお り、 アフ リカ系 ア メ リカ人 の 間 に伝 わ る
口承伝 承や民 話、神 話 の影 響 も強 く受 けて い る。 モ リス ン 自身 「小説 は政 治的 であ る と同時 に美 し
い ものであ るべ きであ る」("Rootedness"inBlacle17VomenWriters(1950一ヱ980),345)と述 べ、
芸 術 と政 治の 不可 分な 関係 を主張 す る。 もち ろんモ リスソは、 自 らの政治 思想 を作 品 にあか らさま
に生 の形 で盛 り込 む ことは しない。モ リスン 自身 が、書 くこ とは想像 の産 物 であ る と述 べて い る こ
とか らも明 らか な よ うに、 彼女 は 自分 自身 の知識 や経 験の 外 にあ る世 界 を、想 像力 を働 かせ て創 造
し、非 常 に重層 的 で華 麗 な言語空 間 を描 き出 す こ とに力点 を置 いて い る。
これ までモ リスン文 学 の研究 の中心 とな って きたのは、 彼女 の作 品の 中 にアフ リカ系 ア メ リカ人
の歴 史や文化 、伝統 がい か に盛 り込 まれ てい るか を探 る試 み であ った。 しか しこの よ うな研 究方法
は、場 合 に よっては政 治的 にな り過 ぎ、 また やや もすれ ば小説 本来 の持 つ面 白さや 美 しさ、 すな わ
ち豊 か な文学 性 を見逃 しがち であ った。 また 同時 代 のア フ リカ系 ア メ リカ人 女性 作 家 ア リス ・ウ
ォー カー(AliceWalker,1944・)やポ ール ・マー シ ャル(PauleMarsha11,1929-)など との 影響関
係や 共通 点を明 らか にす る比較 研究 も多 々な され てい る。 この よ うに、ア フ リカ系 ア メ リカ文 学 と
い う枠 組 みの中 で語 られ るこ との多 か ったモ リスンの文学 は、 そ の後 多様 な批 評 の場 へ と広 が りを
見せ 、 今 日では 、語 りの構 造 分析や文 体 につ いて の研究、 精神 分析 批評 や脱構 築、 フ ェ ミニ ズム批
評 とい った現代批 評理 論 を用 いた研 究 も盛 ん に お こな われて い る。
本論 文 の 目的 は、 モ リスソの第3作 目の 小説 であ る 『ソ ロモ ンの歌』(SongOfSolomon,1977)、
第4作 目の 『タ 一ール ・ベ イビー』(TarBaby,1981)、そ して第5作 目の小説 であ る 『ビ ラヴ ィ ド』
(Beloved,1987)を取 り上 げ、 各小説 に描 かれ てい る身体描 写 や 自然描 写 を分析 し、 その表 象の 背
後 に潜 む重層 的 な意 味 を考 察 す る ことで あ る。モ リス ンの小説 にお け る身体 描写 と自然描写 の持 つ
意味 と担 う機能 とにつ いて は、時 に指摘 され る ことは あ って も、 あ ま り包括 的 な もの にな ってい る
とは言 えない。 その た め身体 や 自然 を表 現す る比 喩や 、言葉 に込 め られた重層 的 な意 味 を検 証 す る
こ とは 、モ リス ン文学 の理解 を深 め るた め に意味 のあ る こ との よ うに思わ れ る。
2.各章の内容
第1章 では 『ソロモソの歌』における身体描写 と自然描写に着 目し、表象の意味やその機能を探
る。 この作品でモ リスソは、アフリカ系アメ リカ人の問に伝わる 「空飛ぶアフ リカ人」の民話を枠
組みに用いている。『ソロモソの歌』は、2部 構成 となってお り、第1部 では ミシガソ州のある小
さな町での ミルクマン ・デ ッド(MilkmanDead)の誕生か ら31歳までの 「飛べない」人生が描か
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れている。第2部 では、彼が南部 への旅によって 自らのルーッを知 り、 自己認識に達 する姿、すな
わち 「飛翔」 までが描 かれる。彼は南部の大 自然の中で、「飛ぶ こと」の意味が、真の 自己を獲得
することだ と知 る。
第1章 第1節 では ミルクマソの父方の叔母 であるパ イロッ ト(Pilate)と、パイロ ットの孫であ
り、 ミルクマソの恋人 となるヘ イガー(Hager)を取 り上げ、2人 の身体的特徴 と身体表象を分析
し、その意味 をミルクマンとの関わ りか ら探る。 ミルクマ ソの人格形成 と成長には、 さまざまな人
間が関わっている。そのなかで もこの2人 の女性は、 ミル クマンの誕生や初めての性的体験 といっ
た彼の人生の節 目において、非常に大 きな役割を果た している。
パイロッ トの身体的特徴は、臍 が無いこと、背が 「高 くて黒い木の ように見える」 こと、男性の
ような姿格好を していることな どである。臍が無いという身体的特徴はパ イロットにとって、肯定
的で積極的な意味を持つ。なぜな ら、臍がないことでパイロ ットは地域社会か ら疎外 されてお り、
結果的 に他者か らの支配を免れ、ア メリカ中産階級の社会規範や既成概念、さ らには、宗教(キ リ
ス ト教)と いった ものにも全 く縛 られることはな く、自分の意思のみに従 って生 きてい くことがで
きたか らであ る。「高 くて黒い木のよ うに見える」パイロ ットの姿は、全世界の中心で、大地に し
っか りと根を下ろ した大 きな一本の木の ようであ り、 自分の庇護の元 に子や孫を扶養 し、逞 しく生
きる彼女の生 き方 を示す。パ イロ ットはいつ も手編みの海軍の帽子をかぶ っているが、それは彼女
の名前が水先案内人 を意味するパ イロ ッ ト(Pilot)と同 じ発音 であることと呼応 している。 その
名の通 り、彼女はミルクマソの出生 を導 き、父メイコン ・デ ッド(MaconDead)の絶対的な権力
の もとで萎縮 しなが ら生 きるミルクマソに、家庭の安 らぎや解放感を与 える。さ らには、彼に人生
の意味を教え、先祖の歴史や共 同体の民話を語る。パイロッ トの身体の特徴は、強い母性 と生命力
によって ミル クマンに とって人生の水先案内人、母親的存在 となるだけでな く、「母 なる大地」
(MotherEarth)のような存在であるとい うことを示 している。
ヘイガーについては、彼女の爪 と髪 に焦点をあてて考察する。 ミルクマンを一瞬に して虜にする
ヘ イガーの魅力は、彼女の非常に長い爪に象徴的に示 される。彼女の長い爪は、人を誘惑する女や
邪悪な悪魔を示唆す る。また、手仕事が不可能なほ ど長い爪は、彼女が徹底的 に甘やかされて養育
されていることの証 しにもなる。虚栄心 と自負心 に満ちたヘイガーは、 ミルクマンが10数年に渡る
恋人関係 を終わ らせ ようとして も、それを受け入れることが出来ず、結果的に狂気に陥って しまう。
ヘ イガーの もう一つの身体的特徴 として描かれているのは、太 く羊毛の ような豊かな髪であ る。
ヘイガーは、いかに もアフ リカ系アメ リカ人 らしい 自分の髪 を嫌 い、 ヨーロ ヅパ的(白 人的)な 美
にあこがれ、 自己を白人の外見に近づけようと必死になる。なぜな らミルクマンの新 しいガールフ
レソ ドは、ヘイガーの髪 とは対照的に絹の ように長 く、つややかな、赤褐色の髪 を持つ女性だから
である。 ミルクマンの ヨーロッパ的なブルジ ョア社会の美の基準 にヘイガーは囚われ、本来の 自己
一123一
の美 しさを否定 し始める。ヘイガーが本来持つアフ リカ的な美 しさは、祖先たちか らパ イロッ ト、
母 リーバ(Reba)を経 て彼女へ と繋がって きた ものである。ヘ イガーはそれを否定 し、中産階級
的物質主義に囚われているミルクマソを愛 し、彼の価値観に合わせ ようとして結果的に破滅する。
ミルクマンは南部への旅により、自己変革を遂げる。旅から戻 った彼 は、ヘイガーに対する自分の
態度 がいかに自己中心的であったかを認識 し、 自己の行動を恥 じる。パイロットか ら手渡 された箱
に入ったヘイガーの遺髪 を、ミルクマンは 自己の罪の証 と認識する。アフリカ的な ものを拒否 した
ヘイガーの身体 を通 して、モ リスソは、祖先か ら繋がって きたアフ リカ的な美を否定 し、受け継 ぐ
ことを拒絶することの愚か しさを明らかに したのである。
第1章 第2節 では、主人公 ミルクマンの成長 と飛翔の実現に必要不可欠なものとな っている、彼
の 自然体験に着 目す る。モ リスンが描 くのは、 ミルクマンを受け入れ、生まれ変わ らせる圧倒的な
包容力、再生力を持った大自然である。西アフ リカか ら奴隷 としてアメ リカに連 れて来 られ、妻子
を残 して再びアフ リカへと飛び去った と言われるソロモン(Solomon)を曽祖父に持つ ミルクマン
は、実にさまざまに 「飛ぶ」 ことと関連付けて描かれている。 ミルクマ ンはアメリカ南部 で自然を
実際に体験するまで、 自然に対 して無関心、無理解である。彼に とって多種多様な木 々や野原の風
景は、緑色一色の退屈な もの としか感 じられない。 ミルクマソの自然への無関心、無理解は、彼の
自己中心的で他人に無関心な性格を象微的に示 している。南部 での 自然を体験す ることでミルクマ
ンは、 自分の これまで生 き方がいかに虚 しい ものであ ったかを痛感 し、主体性を持つ人間へ と生ま
れ変わる。つま り、大 自然はミルクマソの 自己変革の場 とな るのであ る。そ して夜の狩猟に参加す
ることで、ミルクマンは大地 と一体化す るこ とを学ぶ。 これは、 ミルクマンの不完全な 自己が、自
然を体験することによって、全体性を回復 したことを示 している。そ して飛ぶこととは、現実から
の逃避ではな く、確固たる自己を持つことである と理解 し、ミル クマンは大空への飛翔を実現する。
第2章 では 『タール ・ベイビー』 を取 り上げる。『タール ・ベイビー』 には、アフ リカ系アメリ
カ人で ヨーロッパに住んでいる女性、フロリダ出身のアフリカ系アメ リカ人の男件、西イソ ド諸島
に住む引退 した白人のアメリカ人実業家夫妻、アフ リカ系アメ リカ人でフ ィラデルフ ィア出身の執
事 と料理人夫婦な どが登場する。その結果、実にさまざまな人間関係が生 じ、そ してそ こか ら生ま
れる多様な状況、葛藤 が描かれている。モ リスンは、 この多様 な登場人物達 を駆使 して、1980年代
のアメ リカ合衆国、西イン ド諸島におけ る人種、階級、ジ ェンダーの関係を探っている。
第2章 第1節 では、パ リ在住の知的なアフリカ系アメリカ人女性 ジャディーン(JadineChilds)
とフロ リダ出身のアフ リカ系アメリカ人ウィリアム ・グリーン、通称 サソ(Son,WilliamGreen)
との関係に着 目し、ジャデ ィーソが 自己の全体性を回復 し、自己を再確認するさまを、サンの身体
描写に焦点を当てて考察する。サソの身体的特徴 は、彼のルーツを象徴する ドレッド・ヘア、サバ
ンナがたたえられてい る眼、鷲の くちば しの形を している鼻にある。 ジャディーンは、白人ヴァレ
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リアン(ValerianStreet)の庇護の もとパ リで学び、モデル として活躍 しているため、 ヨーロッパ
的な価値観を持っているが、同時にルーツを持たないことによる孤独 と 「本物で無い感覚」を常に
抱いている。サンの髪は、現代文 明や白人の秩序では抑 え切れない自然 と、アフリカ系アメリカ人
の力強 さの表れであるが、 ジャディーンはサソの髪を否定的に捉える。 しか し徐 々に、山々、サバ
ソナなどがサソの額 と目の中にあると認識するようにな り、彼を美 しい と感 じるようになる。 ジャ
デ ィーソはアフ リカ性 を表象す るサンの身体を通 して、アフリカ的な ものが 自らの内部に存在する
ことに気付 かされ、全体性を回復 し、強い女性へ と変わった と言える。
第2章 第2節 では 『タール ・ベイビー』における自然 と人間の関係をヴァレリアソ、サン、ジャ
デ ィーソに的を絞 って検討する。ヴ ァレリアソ達が暮 らす く騎士の島〉の自然は擬人化 されており、
物語の進行役 としてギ リシア劇のコーラスの ような役割 を果た している。た とえば、開墾のために
島にやって きた労働者達に虐待 された 自然は狂気に陥 り、怒 りの叫び声をあげる。『タール ・ベ イ
ビー』における自然の擬人化は、自然の視線を読者 も持つことにつなが り、さまざまな角度や距離
から登場人物 を見ることも可能にする。 さらには、西欧人の 自然への侵略、破壊の状況、苦 しみを
自然に語 らせ ることによって、声を発することが出来なか った西アフリカか ら連れて来 られた人 々
の心身の苦 しみを代弁 させ、さらには西 イン ド諸島における植民地支配の過酷な歴史を象徴的に浮
かび上が らせる。
ヴ ァレリアンは熱帯の 自然の秩序を無視 し、温室を建て、暑さに弱いアジサイな ど、フ ィラデル
フ ィアで親 しんできた植物を栽培 してい る。彼は 自分の温室で、自分の欲望の ままに自然を管理 し、
楽園を作 ろうとする。 しか し、彼が作 り上げた楽園は崩壊 し、最後には 自然か らの報復を受ける。
一・方、サンはグ リ 一ーンとい う姓 が暗示するように、ヴァレリアン とは対照的 に、活力にあふれ、常
に自然 と一体化 している人間 として描かれる。船か ら脱走 したサンが 〈騎士の島〉へ流れ着いたの
も、女の手の ような潮によって島へ と押 されてきたか らであ り、ヴァレリアンの温室の中で蕾をつ
けるものの一 向に咲かないシクラメソを、彼はその茎 を指 で打つ ことによって咲かせ る。またサン
は自然をあたかも女性の ように扱 い、性的含意に充ちた態度を示す。ジャデ ィーンはヴァレリアソ
と類似 した価値観 を抱いている。 また、文明に管理された自然以外は、ほとん ど評価せず、 自然 と
はあま り関わ りを持 とうしない。 ジャデ ィーンは西イン ド諸 島の過剰な自然を嫌い、 タールの沼地
が象徴する原始的な 自然、黒人性 を拒否す る。 この ようにモ リスンは、『タール ・ベイビー』 にお
いて、白人のアメリカ人、アフ リカ系アメリカ人の男性、アフリカ系アメ リカ人の女性の 自然に対
する多様 なあ りようを描 き分けている。
第3章 ではrビ ラヴ ィド』 を取 り上げ る。 この作品は、南北戦争前後を時代背景 としている。主
人公のセテ(Sethe)をは じめ、作中に登場する人々のほ とん どが奴隷 としての過去を持ち、それ
による精神的 ・肉体的傷 を負っている。この作品でモ リスンは、奴隷制度の中で しか生 きることが
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許されず、苦悩 と苦痛に命を削った奴隷 とされた人々が、いかに人間性を回復 していったかを描 く。
作品の焦点は、セテと、彼女が殺害 した愛児に置かれている。セテが犯 した罪、そ して彼女が殺害
した赤ん坊の亡霊 ビラヴ ィド(Beloved)をめ ぐって、セテ 自身 と生 き残った娘デンヴ ァー(Den-
ver)、セテの奴隷時代の仲間ポールD(PaulD)、さ らにはコミュニテ ィの人々それぞれの物語が
展開 し、繋が りあってい く。
第3章 第1節 では、エイミー ・デソヴァー(AmyDenver)の身体 に注 目する。奉公先からの逃
亡途中のエイミーは、森の中で産気づいてい る逃亡奴隷セテと出会 い、彼女の出産 を助け る。エイ
ミーは幼 くして母親 を亡 くし、奉公先の主人に虐待され、白人であ りなが ら黒人奴隷のように扱わ
れるな ど、セテ と類似 して描かれる。エイミーの腕は、精糖作業に従事 させられた奴隷の苦労の象
徴 とも言 うべ き 「サ トウキビ」 に喩え られる。 これは、エイミーが白人であ りなが ら黒人奴隷であ
るセテ と心 を通わせ、彼女を癒す役割を担 うことの暗示 となっている。 さらにエイミーの蓬髪は彼
女の活力や霊力の象徴 であ り、髪が示す とお り、彼女は背中に酷い傷を負って瀕死状態 にあるセテ
と、セテの胎内に宿 る新 しい命を救 うことになる。セテに 「良い手」 と言われるエ・イミーの手は、
セテの背中の鞭打ちによる傷や足の傷、さ らに心の傷を癒すために、そ して出産の介助 をするため
に活躍する。手で傷を揉むことによるエイミーの癒 しは、セテにとっては激 しい痛みを伴 うものだ
が、エイミーは、生 まれ変わる ときは痛みを伴 うものだとセテに教 える。この苦 しみを越えた先に
新 しい生がある という主張は、奴隷 とされた人々の心身の傷の癒 しと再生を主題に した 『ビラヴ ィ
ド』の主張 とも呼応 している。またセテの背中の惨烈な傷跡は死に繋がるものであったが、エイミー
は傷跡に触れ、生命力にあふれた花盛 りのチ ョークチ ェリーの木 と名付ける。傷跡 を生命力のある
聖なるものへ と変え、新 しい命 をこの世へ連れて くるエイミーの手は、彼女達 を鞭打った 白人達が
「邪悪な手」 と表わ されるの と対照的である。手で邪悪な ものを浄化 し、名付けることで存在させ
るとい う行為か ら、エイミーにはある種の神格化がなされていると言える。
第3章 第2節 では、 セテが殺害 した娘の亡霊であるビラヴ ィドの身体 に着 目する。ビラヴ ィドが
セテ達 と同居す ることによって、非現実的な世界がセテ達の前 に広がってゆ く。ビラヴ ィドの奇妙
な特徴によって作品世界は動 き出 し、人 々は長い間とりつかれて きた過去から解放 ・救済され、再
生を実現するのであ る。モ リスンはrビ ラヴィ ド』の着想 を、1856年に実際に起 きた逃亡奴隷によ
る子殺 し事件か ら得てお り、その時殺害された赤ん坊について想像 し、創造 したのがビラヴィドで
ある。ビラヴ ィドの身体および行動は大変奇妙な ものであ り、彼女が甦 ることによって作 り出され
る世界 もまた非現実的で奇妙である。それ らを分析する うえで、 ミハ イル ・パ フチン(Mikhail
Bakhtin,1895-1975)による 「グロテスク ・リア リズム」の概念 を援用する。パ フチンの定義する
グロテスクは、美的概念である と同時に政治的概念で もある。モ リスソも奴隷制 とい う政治的問題
を取 り上げ、 同時 にビ ラヴィドを絵画的に描 くことな ど、『ビラヴ ィド』において芸術性 と政治性
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を両立させてお り、パフチンの概念に基づ く分析は有効性がある と考える。
ビラヴィ ド登場以前の作品世界は閉塞感に満ちた もの となっているが、彼女の登場によって大 き
く動 き出す。 ビラヴ ィドの身体的特徴は、「グロテスク ・リア リズム」 の主要 な特質である格下げ
の機能 と、アンビバ レンスな特質を用いて描写 され る。 目に見えない霊で しかなかったビラヴ ィド
が、生身の若 い女の姿 となって甦 ることには、格下げの機能が読み取れる。また、ビラヴ ィドはセ
テやコミュニティの人々の過去の肉体化 とも考え られる。彼女は自らの肉体や行動を通 して、人々
が胸 を奥 にしまいこんだ過去 を思い起 こさせ、語 らせ るきっかけとなるからだ。そ してビラヴ ィ ド
の身体描写 でもっともグロテスクなのは、亡霊であ りながら妊婦のような姿 をして人 々の前に現れ
ることである。 ビラヴィドは生死の境界を超え、微笑みなが ら 「カーニヴ ァル的空間」 を作 り上げ
たのである。そこでは時間や人 々の間にある距離や壁が取 り払われ、人 々は苦 しみや抑圧か ら解放
されるのである。妊婦のような姿の ビラヴ ィドが胎内に宿 していたのは、セテをは じめ とする奴隷
制度の犠牲者達の、救済され再生 された人生なのである。
第4章 では 『ビラヴィ ド』に描 かれる自然について考察する。その中で も 「鳥」「水」そして 「樹
木」の描写 をとりあげ、登場人物達の身体や心 といかにつなが っているかを考察する。
第4章 第1節 では 「鳥」 に着 目す る。その中で も ・「ハ チ ドリ」(hummingbird)と「雄 鶏」
(rooster)、そ してカーディナル(cardinal)は登場人物 たち と関わ りを持つ存在 として描かれる。
自分達 を捕 らえにきた追っ手の姿を見た とき、セテは彼女の髪の中に嘴を突 っ込んで きたハチ ドリ
の羽音を聞 く。花の蜜 を吸 うことで知 られるハチ ドリの姿か らは、セテを虐待 し、身体 と母性を搾
取 し続けた奴隷主達の姿が読み取れる。さらに髪の中に嘴を入れて くることは、ハチ ドリに表象さ
れる白人達の非人道的な行為 によって憤怒するセテが、理性 を奪われ、狂気 に陥 ったことをも表わ
す。彼女は子供達を殺害することを決意するか らである。スウィー ト・ホーム農園で飼われていた
雄鳥 ミスター(Mister)は、セテの奴隷仲間であるポールDと 関連づけて描かれ る。 ミスターの描
写 には2つ の側面 がある。一つは人間の手 による特異な孵化や、不自由な足の描写、さらにその邪
悪な振 る舞いにみ られる、ポールDの 自己の不完全さの表象 としての側面。 もう一つはそれ とは逆
に、自らの生 を自尊心 を持って謳歌 する姿であ り、それは自分の人生す ら自分の ものではない奴隷
としての自己の運命 と苦悩を、ポールDの 心に強烈 に刻み付 けることになる。ビラヴ ィドが森の中
で見かけるカーディナルは、彼女 自身の姿 と重なる。その羽の赤い色は、セテに切 りつけ られ、血
まみれになって死んだ赤ん坊の姿を思わせる。 また飛んでいる鳥は魂の実体化を表わすことか ら、
殺害された赤 ん坊 の魂は、ビラヴ ィドだけでな くカーディナルの姿 にも視覚化 されている。 この よ
うにさまざまに描 かれる鳥だが、そのイメージの用法は 『ソロモソの歌』で用い られたようなアフ
リカ系アメ リカ人の伝統的な用法 とは人 きく異な る。「空飛ぶアフ リカ人」の民話 にみ られるよう
に、「鳥」は奴隷 とされた人 々の 自由への強い願望の象徴 とされる。 しか し 『ビラヴ ィド』におけ
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る鳥は奴隷制の犠牲者を表 わす と同時に、 白人の姿 も表わ してお り、モ リスンが この作品で非常に
実験的な技法を用いていることがわかる。
第4章 第2節 では水の描写に着 目する。作品の舞台オハ イオ州シンシナテ ィを 「水の都市」 と記
述することをは じめ、オハ イオ川や凍 りついた運河、大雨、さ らには羊水に至るまで様 々な形態の
水の描写がなされている。『ビラヴィ ド』 における水の意味を探 り、作品におけるその機能を探 る。
セテはオハイオ川で出産 するが、この川は生 と死の どち らに も繋が る場 として描かれる。瀕死の
状態のセテの出産はまさに死 と隣 り合わせの ものである。 さらにオハ イオ川は1787年に制定 された
北西部条例(NorthwestOrdinance)によって 自由州 と奴隷州の境界線 となった ことか ら、逃亡奴
隷に とって生 と死の境界線 となっていた。囚人 となったポールDが 体験 した大雨 もまた、生 と死 を
つな ぐもの となる。大雨 による洪水でポールD達 は脱獄 し、人間 らしく生 きるチ ャンスを手に入れ
るか らだ。またこの洪水か らはノアの箱舟の イメージも想起 され るが、箱舟 に乗 って洪水の難を逃
れたノアー家に対 し、ポールD達 は閉 じ込め られた箱の中から水の中へ と脱 出することで生 き延び
る。モ リスンは洪水物語の枠組みの中に、む しろ水の中のほうが命を保障するとい う逆転の世界を
創造 したのである。 ビラヴィドが出現する小川は、生命の源 としての水の イメージを備 えたビラヴ
ィドの誕生の場である と同時に、西アフ リカの人 々が渡 った大西洋の航路、つま り 「中間航路」
(MiddlePassage)の水 も表わす。モ リスソは、ビラヴ ィドは中間航路を生 き延びた人 々を象徴的
に表わす と述べている。生 と死を同時に備 えたビラヴィドだか らこそ、中間航路 を生 き延びた人々
の記憶を表象するのである。 ビラヴ ィドは 自らの身体を とお してセテ達に過去を再記憶 させ、明 日
を生きる希望を与える。水は生 と死をつな ぐもの としてだけでな く、過去 ・現在 ・未来を結ぶもの
として機能す るのであ る。
第4章 第3節 では樹木の描写に着 目する。『ビラヴ ィド』には、セテの背中の木 をは じめ、樹木名
の記述や樹木の描写が多い。 しかもこれ らの樹木は、登場人物の身体 と直接的なつなが りを持ち、
作品中において極めて重要な機能を担ってい る。本節では、『ビラヴ ィド』 に描かれた樹 木の描写
のあ り方に的を絞 り、樹木が作品においていかなる役割を果た しているのかを検証 する。デンヴァー
は家庭 で得ることが出来ない安全や安心を、森の中の5本 のツゲ(boxwoodtree)の灌 木が作 る
空間の中で得 る。ツゲの木は男性的な木であ り、5本 とい う数か ら、 デンヴァーが男性の手の中に
包み込 まれているように解釈することがで きる。つま り、ツゲの灌木はデンヴァーを守るだけでな
く、思春期を迎えた彼女の身体的、精神的成長を助ける働 きを担 う。 スウィー ト・ホーム農園に生
えるスズカケ(sycamore)の巨木は、ポールDと 強 く関連付け られ る。ポールDが 「ブラザー」
(Brother)と呼ぶその木は、彼が信 じて きた家父長主義的な男 らしさを再考する必要性を気付か
せ、再定義の助け となる存在 として描かれている。ビラヴ ィドは小川 を通 って この世に甦 るとす ぐ、
桑 の木(mulberrytree)に寄 りかかって丸一昼夜眠 る。桑 の木 はオウ ィデ ィウスの(Publius
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OvidiusNaso,43B.C-A.D.17)の『変 身物語 』(Metamoηphoses,AD.1-8)にあ る 「ピュラモス と
テ ィス ベ」("PyramusandThisbe")の悲恋物 語 に出 て くる もの が良 く知 られ てお り、そ こで は血
の イメー ジ に満 ちた もの と して描 かれ てい る。桑 の 木の 下 で眠 るビ ラヴ ィ ドの姿 は一 見す る と穏 や
かな ものだ が、 その 背景 には彼女 がセ テに殺害 され る時 に流 れた鮮血 の イメー ジが見 え隠れ して い
る。 セ テの 背 中にあ るチ ョー クチ ェ リーの 木(chokecherrytree)は、視 覚 的 に強 く訴 えかけ る力
を持 ち、作 品世 界 におい て中心 とな ってい る。チ ョー クチ ェ リー は実 に さまざ まな イメー ジ を持 つ。
木 は地 中 に根 を張 り、天 へ と伸 び て い くこ とか ら 「世界 軸」 が その基本概 念 とな る。 チ ョー クチ ェ
リー の木 も、 エ イ ミー に よって生命 力 あふれ る もの描 写 され、母性 や豊饒 とい った意 味 も読 み取 れ
る。反対 に過 剰 な生命 力 を放 つ こ とには あ る種 の異様 さが漂 い、セ テの濃 い母 件愛 と子 殺 しとい う
悲 劇が暗 示 され てい る。 また 「木 は人 を招 き、信頼 で きる もの」 とい うポ ールDの 考 え どお り、チ
ョークチ ェ リーの 木 は彼 をセテ の元へ と招 き、寄 り添 って生 きてい くこ とを決 心 させ る。 最終 的 に
は厳 しい冬 を乗 り越 え、新 芽 をつ けて春 を迎 え る樹 木 の よ うに、 チ ョー ク チ ェ リー の木 も再 生 の イ
メー ジ を湛 えな が ら、2人 の未来 へ の希 望 と結 びつ い てゆ く。 『ビラ ヴ ィ ド』 にお い て樹 木 の描 写
は、決 して作 品 を彩 る風 景描写 の一 部 な どではな い。登場 人物 達 の身 体 と直接 的 につ なが りを持 ち、
その豊 かな イ メー ジで作品世 界 を彩 りな が ら、物 語の 展 開 に大 き く関わ って い るので あ る。
3.結論
身体描写 と自然描写には、人 々の感情や性質、さらには、アフリカ系アメ リカ人の過酷な歴史 と
いった抽象的なものが具象化されている。モ リスンの駆使す る言葉の特徴は、まるで言葉で絵画 を
描いているかの ようなその用い方 にある。登場人物達の内面や、アフ リカ系アメリカ人の歴史を、
あ りあ りと目に見えるように絵画的に描 いて読者 に提示 するのである。モ リスソは、再読 に耐 える
作品 を生 み 出す想 像力 とは、 「誰 もが共有 で きる世界 と、限 りな く柔軟 な言語 を含 んでい る」
(、P勿勿gintheDα豌,xii)と指摘する。モ リスンの小説の言語は 「身体」「自然」そ して 「心」 を
結びつけて描 いてお り、そこに含まれるイメー ジや意味をさまざまに解釈で きる柔軟性 を持 ってい
ることは、本論文での考察で明らかである。さらに本論文で取 り上げた3つ の小説の うち 『ビラヴ
ィド』においては、モ リスンは奴隷制度 とい う 「過去」をも、その政治性のみを強調することな く、
身体や 自然の描写か ら自ず と浮かび上がって くるように描 き、重層的な小説世界 を作 り上げている。
そのため読者 は奴隷制度 とは切 り離 された単なる過去ではな く、現在にまで繋がる過去であること
を認識 し、 さらに犠牲 となった人々の痛み と再生への希望を共有することも可能 となる。すなわち
モ リスンは、誰 もが共有できる世界を 「身体」、「自然」、「心」、そ して過去、現在、未来 といった
「時間」 さえも有機的 に結ぶ、含意に充ちた言語 を用いて構築 している。モ リスンの小説言語は、
作品世界のダイナミズムを生み出 し、華麗で豊饒な文学世界 を作 り上げる源 となっているのである。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 の 目的 は、 トニ ・モ リス ソ(ToniMorrison,1931-)の小説 におけ る身 体描 写 と自然描写
に着 目 し、その表 象 の意味 と機 能 を分析 す る こ とに よって、モ リスソ の小説言語 の特 徴 を 明 らか に
し、 小説 の多義性 や重 層性 を検証 す るこ とで あ る。
第一 章 第一節 で は、 『ソロモ ンの歌 』(SongOfSolomon,1977)を取 り上げ てい る。「黒 い大 きな
木」 を思わせ 、 いつ も樹 木の 匂 いを発 して い るパ イ ロ ヅ ト(Pilate)と爪 が長 く羊毛 の よ うな髪 の
毛 を もつヘ イガー(Hagar)に焦 点 を絞 り、二 人 の身体 的特徴 を分析 す る こ とに よ って、彼 女達 が
主 人公 ミル クマ ソ(Milkman)の成 長 に対 して果 た した役 割 を検 証 して い る。 第 二節 で は 、 ミル
クマ ソのア メ リカ南部 への旅 を通 して、 自然 との 直接的 触 れ合 いに よ り、 ミル クマ ソが段 階的 に中
産 階級的 価値観 や物 質主 義 を振 り落 と し、 自己認識 に達 し、 全体 性 を獲得 して い く様 を丁 寧 に跡 付
け てい る。
第 二 章 で は、1970年代 の ア メ リカ合 衆 国 、 西 イ ン ド諸 島 を舞 台 に した 『ター ル ・ベ イ ビー 』
(TarBabソ,1981)を取 り上 げ てい る。 第一 節 で は、 サバ ンナの よ うな額 と森 林 の声 を もつ・ アフ
リカ的 美 に溢 れ る主 人公 サ ン(Son)の 身体 描 写 に着 目 し、 ヨー ロ ッパ 人の よ うに振 る舞 うアフ リ
カ系 ア メ リカ人 の ジ ャデ ィー ソ(Jadine)が、 サ ン との関わ りの 中で 自己認 識 に至 る過 程 を考 察 し
てい る。第二 節 では 『ター ル ・ベ イビー』 に おけ る 自然の機 能 を論 じてい る。 この 作品 にお いて、
擬 人化 され た 自然 が物 語 の進行 役 としてギ リシア劇 の コロス の よ うな役 割 を果 た して い る ことを指
摘 し、 次い で ヴ ァ レ リア ン(Valerian)、サ ソ、 ジ ャデ ィー ソ な ど人種 、 階級、 性 な どが 異 な る登
場 人物 を通 して、 自然 と人間 の多様 な関係 を分析 して いる。
第 三章 と第 四章 は、 奴隷 とされた 人 々の人 間性 の 回復 を描 いた 『ビ ラヴ ィ ド』(Beloved,1987)
を取 り上 げて い る。 第三 章 では 、エ イ ミー(Amy)と ビラ ヴ ィ ド(Beloved)の身体 描写 に焦点 を
絞 り、今 まであ ま り注 目され る こ とのな か った エイ ミー の腕 、手、髪 の もつ意義 を小説 全体 の テー
マ と絡 めて分析 し、 エ イ ミー の 「癒 す女」 と しての姿 を 見事 に浮 き彫 りに して い る。続 い て第二節
で は、謎 の女性 ビラ ヴ ィ ドの身体性 をパ フチ ソ(MikhailBakhtin)の理 論 を援用 しなが ら分 析 し、
「グ ロテス クな存在」 であ る こ とを検証 してい る。「『ビ ラヴ ィ ド』 にお ける 自然」 と題 された 第四
章 は三節 に分 かれ てお り、第 一節 ではハ チ ドリ、 雄鳥 、 カー デ ィナ ルな どの鳥、 第二節 で は運河 、
井戸 水 、雨水、 羊水 な どの 水、 そ して第三 節 で はッ ゲの木、 ス ズカ ケ、桑 の木、 チ ョー クチ ェリー
の木 な どの樹 木の意 味 と機能 が考察 され て い る。 鳥、 水、樹 木 の豊 かな イメー ジは、 作品 全体 を彩
りなが ら、物語 の展 開 と登場 人物 の精神 の あ りよ うに きわ めて密 接 に関 わ って い るこ とが指摘 され
てい る。
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以上、これまであまり包括的には考察 されることのなかった身体描写 と自然描写 に焦点を当てて、
モ リスンのテキス トを緻密に分析 し、小説のもつ重層性 を探 った本論文は、 きわめて意義あるもの
と言 える。先行研究 に対する 目配 りも行 き届いており、論 旨は明快で説得性がある。 ときに、『イ
メージ ・シンボル事典』に依拠 しすぎるあま り分析がやや恣意的に流れ るきらいがあ り、またモ リ
スン文学の重層性を検証する試み も不充分な点が多少見受け られるが、論文全体の価値 を損な うも
のではないと判断される。 ともあれ、本論文は、論考の優れた成果において も、また論述の手堅さ
において も、論文提出者が自立 して研究活動を行 うに必要な高度の研究能力 と学識 を有することを
示 している。 よって、本論文 は、博士(国 際文化)の 学位論文 として合格 と認める。
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